
ＮＰＯ法人　日本ネパール友好協会だより　第２号（２０１１年９月）
＜会長のことば＞　「例え３～4人でも集まって続けていきましょう。」と再出発させて
　頂いて約 1年、ここに 63名もの尊きご温情を頂き、更に躍動する心で行わせて頂いた結果、
わずかな努力で自分でも驚くような、願ってもない方と名古屋で、そして茨城で
　出会わせて頂くことが出来、ネパールの方の日本での就労への道が大きく開かれつつ
あります。図り知れない、目に見えない大きなお力、そして会員の皆様の真心に心から
　感謝申し上げ、希望に満ちて更なる利他の道を歩ませて頂きたいと思います。温情の輪
　が更に広がっていけますよう一所懸命頑張りましょうね。よろしくお願い申し上げます。
＜２０１１年度の上半期の活動＞
　○会員開拓実績について⇒現地児童への教育支援
　　　・２０１１年度開拓目標:１００名に対し、上半期実績は、６３名です。
　○現地住民の自立支援について⇒海外協力支援組織との連携強化による就業支援
　　　・名古屋での熔接工（４名）、そこから派生したご縁で食品関係業務（２名）
　　　・茨城県での農業従事者支援から、鉾田地区、大洗地区における人脈を通じ、

就業の可能性拡がる。
　○活動推進のための運営体制の確立について⇒「定例会合」の開催を軸に。
　　　・毎月「定例会合」を重ねる中、参加メンバーも増加、在住のネパール人の
　　　　方々の参加も定例化し、活動内容も充実して参りました。
　　　・法人新役員が以下の通り決まりました。
　　　　会長：武本孝史、副会長：増田正三郎、常任理事：宍道直己、理事：渡部調匡、
　　　　監事：長野　寛（敬称略）　任期は 2年です。
　　　・会員開拓は、①案内書作成②ホームページの整備などおこなって参ります。
　○今期の新たな取組について⇒ネパールのこと、活動体験などをお話し頂く。
　　　・永年日本・ネパール両国の絆を深めてこられた方々の「定例会」への参加
　　　　①セレスト　ラムさんご一家：武蔵野市吉祥寺でネパール料理レストラン
　　　　　（ナマステカトマンズ）を経営、幅広い社会貢献活動をされている。
　　　　②タパ　イソワールさん：来日歴２０年、衣料品販売、レストラン経営。
　　　　③菊池貞介さん：千葉県立千葉工業高校教頭でネパールへの教育視察団派遣
　　　　　　や王宮の保存等の活動をされています。
　○トピックス：
　　　・東日本大震災被災地に協会から、義援金をお届けさせて頂きました。（６月３日）
　○協会活動への新規参加会員ご紹介のお願い：
　　　・事務局　190-0023　立川市柴崎町５丁目１７番５号
　　　　　　　　　　　　　電話　　　０４２（５２４）３３８９
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　０４２（５２４）５５１４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


